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今年もあっという間に師走を迎えてしまいました。11 月に入って

も暖かい日が続いていると思ったら急に冷え込んでしまい、短い秋と

なりました。 

さて、科学博物館では、現在、大学博物館連携巡回展「帝国日本と

森林—近代東アジアにおける環境保護と資源開発」と企画展西村コン

ピュータコレクションシリーズ「タイガー計算キ展」を開催中です。

10月27日（金）から始まった巡回展「帝国日本と森林」は、大日本

帝国時代の林業政策における人的、学術的ネットワークの構築や「科

学的林業」によって確立された森林保全的な思想の影響に焦点を当て

ています。この展示内容は、科学研究費補助金の支援を受けて、複数

の大学で実施した共同研究に基づいています。本学からは、農学部の

竹本太郎講師が参加しており、各研究者の所属大学を巡回する形で展

示を実施しています。開催は年末の12月23日（土）、このニュース

速報発行日の翌日までですので、まだご覧になっていない方は、お急

ぎください。企画展「タイガー計算キ展」は、11月11日（土）から

開催中です。「西村コンピュータコレクション」は、本学に在職され

ていた西村恕彦名誉教授(故人)が中心となって、教育等の目的で蒐集

したものです。2008 年度に情報処理学会から分散コンピュータ博物

館に認定されており、「HITAC 10」、「TACウイリアムス管・真空

管および関連資料」、「HARP5020関連資料」といった、情報処理学

会より情報処理技術遺産として認められた貴重な資料を含んでいま

す。今回は、その中から「タイガー計算器」に焦点を当てて展示して

います。こちらは、来年6月1日（土）までの開催ですので、お時間

のあるときにでもご覧いただけると幸です。 

 

  

「副館長からのメッセージ」というタイトルにいささか沿わないか

もしれませんが、数度に分けて少し歴史資料の紹介をさせていただき

たいと思います。私は、農工大に所属する数少ない人文社会科学系、

しかもおよそ本学にはそぐわない歴史学を専門とする教員です。「な

ぜ、そんな教員が農工大に？」と思われる方もいらっしゃるかもしれ

ませんが、私たち歴史研究者が歴史の復元を試みる過程で、農学的・

工学的な知見を得るために専門家に気軽に相談できたら、と思うこと

が実は少なくありません。 

歴史家が普段どのような研究をしているのか、あまりイメージはな

いように思いますが、私の専門としている江戸・明治時代を対象とし

た研究では、各地の古い土蔵などに残された古文書を引っ張り出し、

それらを整理のうえ目録を作り、古文書を解読した上で分析をすると

いう、いささか面倒な調査手順を踏んで過去の復元を進めていきます。

実は日本では、名主などかつて地域の有力者であったお宅やそれらの

お宅から寄贈・寄託を受けた地域の博物館などに、今なお多くの古文

書が未整理のまま眠っています。これは世界的に見ても日本のひとつ

の特徴なのですが、農村の人びとが読み書きできることを前提とした

行政システムを江戸時代から採用していたために、このように膨大な

古文書が各地に残されることになったのだといわれています。 

 さて、私は数年前から、岩手県一関市大東町という地域で古文書の

整理・分析を仲間と進めています。今後、そのなかで出会った資料を

いくつか紹介していってみたいと思います（次回に続く）。 
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11月11日（土）から企画展として西村コンピュータコレクショ

ンシリーズ「タイガー計算キ展」を開催しています。科学博物館ニ

ュース速報第 44 号でも少しご紹介しました「西村コンピュータコ

レクション」は、1978年から1998年まで、本学工学部数理情報工

学科および電子情報工学科に在職されていた西村恕彦名誉教授(故

人)が中心となり、教育等を目的として蒐集したものです。タイガ

ー計算器は、日本で製造・販売された機械式計算機で、数理情報工

学科が発足したときには、すでにその役割を電卓に譲っていました。

しかし、手回しで、歯車を使った計算機構は、「桁落ち」や「累積

誤差」といった、数値計算の理論を学ぶのに良い教材であったため、

西村先生は200台以上のタイガー計算器を蒐集されました。また、

タイガー計算器の一号機が1923年に発売されたので、今年はちょ

うど百周年という節目の年となります。正式名称はタイガー計算

「器」ですが、世の中ではタイガー計算「機」との表記も多く、企

画展では表記ゆれを吸収するため、敢えて「タイガー計算キ」と致

しました。来年6月1日（土）までのロングランの企画展で、少し

ずつ展示内容を変化させつつ、より充実させる予定ですので、是非

何度も足をお運びください。 

 

 
 

 

 

11月11日より企画展「タイガー計算キ展」が始まりました。本

企画展は、東京農工大学工学研究院先端情報科学部門に保管されて

いる西村コンピュータコレクションの一部、タイガー計算器コレク

ションに注目したものとなっております。本稿では、この企画展開

催に至るまでのお話しをしたいと思います。 

西村コンピュータコレクションは小金井キャンパス内の情報工

学専攻の建物内に保管されています。しかし、その膨大なコレクシ

ョン数ゆえに整理が追いついておらず、どこにどのような機械が保

管されているか調査することから本企画展は始まりました。タイガ

ー計算器は内部の歯車機構が金属製であるため、一つ一つ重量があ

り、運搬にはかなりの人手と労力を要しました。やっとの思いで運

んできたタイガー計算器を、今度はその細かな形状や機能、製造年

代、シリアル番号を確認して行き、整理・分類を進めました。本館

学芸員を含め、タイガー計算器の機種に詳しい方が既に本学にはい

なかったため、退職された本学の先生や学外の専門家をお呼びして、

調査は進められました。調査を進めていくとタイガー計算器の細か

な違いやその発展について理解が進んでいきました。また、資料の

状態についても明らかになって行き、すでに動かなくなってしまっ

たもの、故障してしまっているものも多いことがわかってきました。

どうにか再び動かすことはできないか？と専門家と議論し、試行錯

誤を進め、一部のタイガー計算器を復活させて、その計算機能を取

り戻すことができました。情報工学専攻の学生の協力もあり、復活

したタイガー計算器は、企画展のハンズオン展示に活用し、来館者

の皆様に触って計算を試していただけるようにしております。 

博物館資料の中には物理的な重量や大きさゆえに展示が難しい

ものも多く存在します。展示されている超重量のリレー式計算器

「CASIO AL-Ⅰ」や大きくて保管場所から出すことが容易ではな

かった「２進タイガー」などの資料は、学生や先生方のご協力を経

てどうにかこうにか展示室に展示することが叶った資料たちです。

そのため、本企画展はこれらの資料を観察できる貴重な機会となっ

ております。是非、楽しみながら貴重な計算機器をじっくり観察し、

その仕組みや発展を体感していただけたら幸いです。 

 

 

「タイガー計算キ展」開催報告 

➤ 科学博物館長・工学研究院教授 金子 敬一 

「タイガー計算キ展」うらばなし 

➤ 学芸員・科学博物館特任助教 上田 裕尋 

12 月 16 日(土)

ギャラリートーク

を開催しました。

様々な機種を実際

に動かして楽しん

で頂きました。 

次回は2024年3

月23日(土)です。

ご参加お待ちして

います。 
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去る10月27日（金）より、九州大学総合研究博物館との連携巡

回展「帝国日本と森林−近代東アジアにおける環境保護と資源開発」

を開催中です。本展は大日本帝国時代の林業政策における、自然環

境保護への取り組みや資源への視点について、歴史、経済学、環境

史の各方面から焦点を当てたポストコロニアル的テーマを内包し

ています。今回の展示は、科研費を使って複数の大学で実施した共

同研究に基づいて、それぞれの研究者が所属する大学を巡回する形

で、まずは九州大学総合研究博物館で開催された後に、東京での開

催として当館でサテライト展示が実施されました。学内の研究成果

を社会へ還元する一環として成果の展示を行う新しい試みとなっ

ています。 

展示の設営においては九州大学総合研究博物館の三島美佐子教

授が直接お越しになり、移動展の工夫や展示デザインについて、博

物館学芸員実習生にもレクチャーいただきました。コンパクトに作

ること、実践に即した資料の取り扱いや来館者への視点誘導などの

お話は、前期の課題で初めてのパネルづくりに悪戦苦闘した学生た

ちにとても良いヒントになったと思います。また、工学部開講の歴

史系科目の学生への見学紹介は、学部間を超えた博物館活用の事例

となると考えています。SNS の発信ではリツイートが 81 件で、2

万 8 千回の閲覧があり、オンライン上でのインパクトがありまし

た。林学関連のOBGの訪問のほか、本学農学部学生や熱心にパネ

ルを見る一般の見学者も来ています。企画展来館者数は、12 月中

旬現時点で1,500人を超えています。九州大では立地の関係から訪

問者が限られたと伺っており、本件は移動展示による研究公開にお

ける事例として、良い成果を残すことができたと考えています。展

示は今月23日までと終了間際ですが、是非ご覧ください。 

 

 

➤ 九州大学総合研究博物館・教授 三島 美佐子 

 

同名の書籍出版記念を兼ねた研究成果発表展示として、関連する

現物資料と要約パネルを展示しました。研究メンバーは７名で、各

人が所属する大学には、たまたま大学博物館が付設されていたので

す。福岡にある九州大学では、2023 年 3 月から６月にかけて、異

なる２つのキャンパスを巡りました。第３弾として、ここ東小金井

の地での開催となりました。 

設営は科学博物館の先生方や職員さんと一緒に、のべ２回計３日

間で実施。書籍コーナーのセンターはもちろん、農工大の研究メン

バーである竹本先生の著作です！科学博物館のしっかりした展示

ケースのお陰で、褪色が気になる資料も新たに出展できました。学

生さんへの“メイキング・ギャラリートーク”の後には、上田先生の

授業にも飛び入り受講させていただきました。 

出展資料と同じような時代に建造された建物の素敵な空間と資

料が織りなす雰囲気は、福岡の２会場とはまた一味違うものとなり、

巡回展ならではの面白さを感じました。そして来場者数にも驚いて

います。皆様のご来場、誠にありがとうございました。巡回展第４

弾は八王子市の帝京大学総合博物館で、2024年１月20日から４月

16 日まで資料や内容を追加して開催されます。お時間が許せばま

たぜひご来場ください。 

 
 

 

 

 

巡回展「帝国日本と森林」開催報告 

➤ 学芸員・科学博物館特任助教 齊藤 有里加 

展示会場全景 

九州大学総合研究博物館よ

り三島教授が来館され、設

営をお手伝いしてください

ました 

北海道産木材の見本 
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令和5年11月17日（金）、18日（土）当館において「第70回

日本シルク学会研究発表会」が実施されました。大会実行委員長で

あり生命工学科中澤靖元先生の下、伊藤克彦先生、秋岡翔太先生の

ご協力で無事滞りなく学会が実施されました。中澤研究室の学生の

皆様のご協力心より御礼申し上げます。日本シルク学会賞に前副館

長横山岳先生が受賞され、「カイコの効率的育成技術の開発と蚕糸

業の社会科学的解析」と題して記念講演を賜りました。また、70周

年の記念として、岡谷蚕糸博物館館長高林千幸氏、元大日本蚕糸会

代田丈志氏より貴重なご講演を賜りました。70 周年の節目の大会

として大変光栄であり、貴重なお話を聞かせていただく機会となり

ました。二日目には博物館見学が実施され、、繊維機械の動態展示

を見ていただきました。繊維技術研究会の皆様には心より御礼申し

上げます。  

当館からは3件の発表を行うことができました。いずれも当館の

コレクションと縁が深く、シルクを通じた研究教育活動を知ってい

ただく機会となりました。長年の蓄積ある蚕糸技術の新たな試み、

発展にこれからも大いに期待していきたいと思います。 

●「博物館における自動繰糸機の動態展示による蚕糸技術の公開と

継承」 

（農工大博物館）齊藤有里加・横山岳・金子敬一 

●「博物館支援活動による地域に根差したシルク繊維についてのサ

イエンスコミュニケーション活動」 

（農工大博物館musset）宇野晴香・丸山遥香・（農工大博物館）

齊藤有里加 

●「米国パターソン博物館における生糸商標の再発見」 

（農工大博物館 繊維技術研究会）上岡和江 

 

 
 

 

 

自動繰糸機の動態展示では、シルクご専門の方々に向かってシルク

に関わる自動繰糸機をどう解説するのか、まさに釈迦に説法で、いさ

さか緊張しました。初めて動態をご覧になる方や、午前中に一度、下

見に来られた方が次々に質問され、またその内容もシルク関連だけで

なくメカニカル面を含め多方面に亘っており、一般の見学者とは違う

な、と感じました。 

ジェット織機の展示では、見学された多くの方が、水や空気の噴流

に載せてよこ糸を運ぶ様子を初めてご覧になられたようで、一様に感

心し、納得されたような印象を受けました。 

２階のミシンのコーナーでは、ミシンの環縫いがルーパーの作用で、

また本縫いは針に通した上糸とボビンに巻かれた下糸とが釜の回転

で縫い目を作る仕組みを、ミシンの奥下のル−パー部分をのぞき込ん

だり、縫い目の形状や機構の違いの説明に熱心に耳を傾けていただき

ました。 

そんな姿に、脈々と受け継がれてきた技術、仕組みや知恵、その精

神を次の新しい近代技術として残していきたいという、見学者の方々

の情熱を感じさせていただく瞬間でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

科学博物館内での開催となった 

「第 70回日本シルク学会研究発表会」 

➤ 学芸員・科学博物館特任助教 齊藤 有里加 

シルク学会動態展示報告・ 

繊維技術研究会新会員募集 

➤ 繊維技術研究会会長 葛西 成治 

ポスター会場

の様子 

博物館支援学生団体

「musset」所属学生によ

るポスターセッション 

繊維技術研究会は繊維に関わる技術の伝

承やものつくり、調査研究を通じて科学

博物館活動を支援しているボランティア

団体です。 

繊維に関してご自身の知見やキャリアを

活かした活動にご関心のある会員を募集

中です。繊維とか機械などの専門的な知

識をお持ちで無くても構いません。毎月

第 3火曜日に例会を開催しています。ま

た概ね毎火曜日には繊維機械の動態展

示・解説活動なども行っています。 

ご関心のある方は第３火曜日に科学博物

館内繊維技術研究会をお訪ねください。 

繊維技術研究会 会員募集中 



p. 5 

MUSEUM NEWS VOL.57 NATURE AND SCIENCE MUSEUM, TOKYO UNIVERSITY OF AGRICULTURE AND TECHNOLOGY 

 

 

国眼孝雄先生の後任として 9 月から科学博物館友の会会長を拝命

した本学名誉教授の佐藤令一です。専門は、モデル昆虫としてのカイ

コを使った「昆虫と微生物間、昆虫と植物間の相互作用の分子機構」

です。「絹の研究」のように当博物館に密接に関わるテーマではあり

ませんが、カイコ繋がりのご縁で会長を拝命しました。工芸に対して

はまったくの素人ですが、芸術は大好きで、昔少し油絵をたしなんで

いたことがあります。しかし最近は、直径３０cm 近い花をつける

Selenicereus 属の森林性サボテン、「夜の女王」や「夜の王女」をベラ

ンダでいかに立派に開花させるかといった「芸」にはまっています。 

 最近顔を出した役員会や、機関誌「Textile」の写真、友の会サーク

ル作品展のポスターなどで、友の会にはサークルが 10 もあり、それ

ぞれのサークルがどれほど高い技術で魅力的な作品に挑戦している

かが分かり始めたところです。2月3日から開催が予定されている今

年度の友の会サークル作品展もすばらしいものになりそうで、楽しみ

です。皆様も是非ご来場ください。 

 
 

 

私たちmussetは、11月10~12日に府中キャンパスで開催された農

学部学祭に出展しました。農学部学祭では「ミュゼット実験教室～

光と色の不思議～」という、偏光板の特性について学ぶワークショ

ップを行いました。当日は大変盛況で、小学校高学年の子どもたち

から大人の方まで広い年代の方に楽しんで頂きました。特に偏光板

で作った万華鏡は多くのお客さんに気に入って頂けたようです。1日

目には工学院大学付属高校・中学校サイエンス部の皆さんが来場し

ました。たくさんの質問をしていただき、光について関心を持って

いただけたようで嬉しいです。その他にも進路に悩む高校1年生や

農工大志望の高校生3年生など、学祭ならではの来場者の方々と交

流を行いました。私たちの活動を通じて、農工大に興味を持ってい

ただけたようであれば光栄です。 

 
 
 

11月18日(土)、19日(日)にお台場にあるテレコムセンターで開催

されたサイエンスアゴラ2023に出展してきました。今回は「跳ね

る？伸びる？ゴムのひみつ」というタイトルで、私が普段研究して

いる内容に絡めて企画を行いました。 

跳ねるゴムと跳ねないゴムを触り比べたり、伸ばした風船を温め

て動かしたりと、ゴムが持つ性質を体験しながら学んでいただきま

した。当日は延べ200人以上のお客様に参加していただき、子ども

から大人まで楽しんでいただくことができました。質問に答えてい

く中で私自身新たに気付かされることも多く、良い刺激を沢山もら

いました。また普段と異なり1対１での対応となり、慣れないなが

らも皆楽しそうにコミュニケーションを取っていてうれしく思いま

した。 

今回準備から当日まで後輩に沢山助けてもらいながら、企画を成

功させることができました。私が参加する企画は最後となってしま

いましたが、今後もmussetの活動を応援しています。 

 

 
 

友の会会長就任ご挨拶 

➤ 博物館友の会会長・東京農工大学名誉教授 佐藤 令一 

musset農工祭イベント報告 

➤ musset・工学部応用化学科3年 森田 雅也 

mussetサイエンスアゴラ報告 

➤ musset・工学府産業技術専攻 修士2年 谷口 あおい 

2月開催の「友の会サ

ークル作品展」ポスタ

ーを前に笑顔の佐藤会

長。よろしくお願いい

たします！ 
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令和5年12月1日付で、科学博物館の事務担当に着任しました。 

私事、少し（大分？）古い話になりますが、本学へ採用された頃、

科学博物館は、まだ「工学部附属繊維博物館」で、当時は、庶務部庶

務課専門職員付として本学の「学報」の記事作成や写真撮影等を担当

していました。 

その頃、行政

文書（現在は法

人文書）がＢ５

サイズからＡ４

サイズに改正さ

れ、学報もＢ５

版からＡ４版に

サイズアップし

ました。上司か

ら拡大された紙

面の活用を考え

るように指示さ

れ、思いついた

のが「毎号、繊

維博物館の収蔵

品を紹介」して

いただくこと。 

工学部附属 

繊維博物館に在職されていた並木 覚 先生にご相談し、最初にご紹介

いただいたのは「初代広重「かいこやしないの図」」（学報第348号 

平成6年7月15日発行）。次号は「ウィリアム・リー編機」（第349

号 平成6年8月15日発行）。平成6年9月号は「浮世絵「上州富岡

製糸場之図」」と続きました（ご興味ある方は、図書館に保管される

学報をご覧ください）。原稿作成のご都合等から、年度途中で隔月で

のご紹介へ変更（「農工大の樹」農学部 福嶋 司 先生と交互）になり

ましたが、数年続けてご紹介いただけたと記憶しています。 

本学は創基150周年で、「科学博物館」も記念事業が実施されます。

微力ながら企画実施をお手伝いできればと思っております。 

よろしくお願いいたします。 

顔写真の代わりに、学報第348号表紙４の写真を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着任のご挨拶 

➤ 小金井地区事務部総務室科学博物館係 係長 小澤 豊 

「科学博物館ニュース速報」第57号 

発行日：2023年12月22日 

編 集：科学博物館ニュース速報編集委員会 

発 行：東京農工大学科学博物館 

連絡先：kahaku@cc.tuat.ac.jp 

       042-388-7163 

◇Information◇ 

コロナ禍は未だ警戒を解くまでに至っておりませんが、今年度

はいまのところ、予定していた企画展およびイベントを滞りなく

進めることができています。これも来館者の皆様が従来に引き続

き個々人で見学マナーを守ってくださる等、日頃のご協力があっ

てのことです。館教職員一同、改めて御礼申し上げます。 

今年度後期は10月から巡回展「帝国日本と森林」、11月か

ら企画展「西村コンピュータコレクション タイガー計算キ」と

展示が続いていますが、年明けて 2024 年 2 月 3 日(土)～10

日(土)には「東京農工大学科学博物館友の会 サークル作品展」

を開催します。昨年に引き続き、友の会の皆さんの作品をご覧い

ただき、手仕事の技について語り合う場となるよう準備を進めて

まいります。2024 年もぜひ東京農工大学科学博物館へご来館

ください。よろしくお願い申し上げます。 

 

 

収蔵資料活用・取材報告 
 

１．資料貸出3件 

（１）NHK高校講座日本史第26回『開国と開港』 「蚕家織

婦之図」画像データ貸与 

（２）SAPIX小学部塾内教材（2024年度版） 

「昔の機織機」写真貸与 

（３）早稲田アカデミー中３関西過去問テキスト 

「かいこやしないの図３枚綴」画像貸与 

２．取材及び掲載2件 

（１）日本シルク学会第70回研究発表会図版「繭標本」掲載 

（２）書籍『教養としての猫』（西東社刊）「蚕やしない草」

画像掲載 

学報第348号に掲載された当館所蔵の錦

絵「かいこやしないの図」 


